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本論文の構成は，全 6 章である．第 1 章の研究の背景と目的については，その概要を前
項に示した．  












ヶ月間」とした．意思決定バランス尺度は，Mauriello LM et al.（2007）による Pros（利益）
と Cons（負担）の 2 つの下位概念を設定し，それぞれについて，中学生が体験しやすい｢人
間関係｣と「性格，体つき，学業成績などの自分自身の問題」のストレッサーを明示した 8
3 









感じている」と回答した中学校 1～3 年生 906 名の解析対象者における変容ステージの状況








































TTM を用いた中学生のストレスマネジメント教育の授業モデルを提案した．  
最後に，本研究のまとめと今後の課題を述べた．本研究により，我が国の中学生のスト
レスマネジメント教育に TTM を適用することの有用性が明らかにされた．そして，TTM
を適用した中学生のストレスマネジメント教育においては，いずれの変容ステージにおい
てもストレスマネジメントの自己効力感を高めることが特に重要であること，そのために
は，それぞれの変容ステージに応じたより効果的な要因を重視した指導が求められること
が結論づけられた．今後は，本研究により得られた知見を踏まえたストレスマネジメント
教育プログラムについて，中学生を対象とした介入評価研究により，その有効性を明らか
にすることが望まれる．  
